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目標と達成状況

目標 成果 達成度

�１�
直接運航費用の

低減

運航されている同クラス小型航

空機用エンジンと比較して、エン

ジン寄与分の直接運航費用を１

５％低減

�第２期研究開発成果、関連要素実証、耐久性評価技

術および耐空性適合化技術で得られた成果を全体シス

テムエンジン実証へ反映することにより、同クラス小型

航空機用エンジンと比較して、エンジン寄与分の直接
運航費用を１７．５％低減を達成

�コスト�認証を踏まえた設計／解析技術およびデータ

の獲得により、国際共同開発の場での役割拡大に大き

く貢献

�

�本プロジェクトで開発した我が国独自のノッチノズルと

ＥＳＰＲで開発したインターナルミキサー技術を採用す

３．研究開発成果について (1) 目標の達成度と成果の意義 公開

�２�
環境適応性の

向上

ICAO規制値(2006年適用)に対

して、－２０ｄＢの低騒音化

ＥＳＰＲで開発したインタ ナルミキサ 技術を採用す
ることにより、ICAO規制値(2006年適用)に対して、－２

０．５ｄＢの低騒音化を達成した

�ノッチノズルは、推力ロスの点で他の技術に比べ優

位性が見込まれ、付加価値の高い技術

�欧米との競争力を確保するため、国際特許を取得し

た

�

ICAO規制値(2004年適用)に対

して、－５０％の低ＮＯｘ化

�我が国独自コンセプトの低ＮＯｘ燃焼器を開発し、低Ｎ

Ｏｘ特性を実証、目標を上回る－５０．５％の低Ｎｏｘ化を

達成するとともに、低コスト化で直接運航費用低減にも
寄与した。

�欧米との競争力を確保するため、国際特許を取得し

た

�

� 大幅達成、○達成、△ほぼ達成、 ☓未達
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事業全体の成果（概要）

第２期研究開発成果、関連要素実証、耐久性評価技術および耐空性適合化技術で得られた成果を
全体システムエンジン実証へ反映し、目標を達成するとともに競争力のある技術を獲得
オープン�クローズ戦略に基づく、特許化を積極的に実施

３．研究開発成果について (1) 目標の達成度と成果の意義 公開

直接運航費用低減：������（目標 ����）
ファン、圧縮機、タービン等の高負荷高効率設計、段数削減・部品点数削減、低コスト製造技術

ﾃﾞ ﾌ ｻﾞ ﾟ ｾ ｼﾞ部

���
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低騒音化：��	��
�（目標 ��	
��低ＮＯｘ化：��	���目標 ��	��

我が国独自の低騒音デバイス
シンプル構造で低損失／低騒音両立

我が国独自の燃焼形態
シンプル構造で低ＮＯｘ／低コスト両立

低騒音ノッチノズル

急速混合燃焼器

世界最小クラスの
高負荷高効率軸流圧縮機

我が国独自のファン形態 小型エンジン初の
高圧／低圧反転タービン

ゼロハブチップレシオファン
ﾃﾞｨﾌｭｰｻﾞｰﾊﾟｯｾｰｼﾞ圧縮機高負荷反転タービン 整備性を考慮した

エンジンシステム設計

ﾃﾞｨﾌｭｰｻﾞｰﾊ ｯｾｰｼﾞ部

目標エンジン

低コスト製造技術

鋳造ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ ���

���：線形摩擦接合、���：金属射出成型



研究開発項目毎の成果（概要） ー直接運航費用低減 ー

直接運航費用低減に必要な要素性能、設計�開発技術、製造技術等の課題を克服するため、

第２期研究開発成果、関連要素実証、耐久性評価技術および耐空性適合化技術で得られた成果を全

体システムエンジン実証へ反映。各要素毎の費用削減率で評価し、目標達成を確認

３．研究開発成果について (1) 目標の達成度と成果の意義 公開

���：���	
���� �����
��� Ｌｅｖｅ� ����の研究開発レベルの指標（����：リグ試験実証、エンジン適用前段階）

���：����������
�� ����� ��
�����計算流体力学

�� !"�：�����#�
 ���� Ｐ	������ "���# ���������
電子ビーム蒸着事業原簿 ��－１１７ 5/14

研究開発項目毎の成果（概要） ー低Nox化 ー

低燃費重視仕様の高圧力比化への対応と低ＮＯｘ性能を両立させる課題を克服し、日本独自技

術による低コストで低ＮＯｘ目標を達成する燃焼器を開発

宇宙航空研究開発機構（����）の大型燃焼試験設備を利用して燃焼器試験を実環境条件にお

いて実証し、目標を達成

３．研究開発成果について (1) 目標の達成度と成果の意義 公開

����殿環状燃焼試験設備に搭載された

燃焼器供試体（フルアニュラ）

燃焼器供試体ライナ

（フルアニュラ）

低負荷燃焼時 高負荷条件

燃焼試験時の火炎（後方撮影画像） 最終結果

TRL5

目標値上限
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研究開発項目毎の成果（概要） ー低騒音化 ー

ファンダクト流路

ノッチ

放射角度

排気ノズル
排気ジェット

旧ノッチ

将来予想される国際航空環境基準に対応できる低騒音化技術開発を課題とし、他の方式に比べ、

シンプル構造かつ推力ロスの少ない低騒音化ノッチノズルを開発

本研究開発で開発したノッチノズルとＥＳＰＲプロジェクトで開発したインターナルミキサー技術を採

用することにより、目標を達成

３．研究開発成果について (1) 目標の達成度と成果の意義 公開

ミキサー

コモンノズル

インターナルミキサー
小型エンジンによる実証試験の様子

旧ノッチ
（周方向６箇所）

改良ノッチ
（周方向１８箇所、小型化）

排気ノズル形態 騒音達成レベル

コモンノズル（インターナルミキサー付）

＋改良ノッチノズル

ICAO規制値－20dB
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研究開発項目毎の成果（概要） ー耐久性評価技術 ー

航空エンジンに使用する材料は、強度や疲労等については独自のデータの取得が課題。

この課題を克服するために、寿命制限部品および高温部品について、材料特性取得試験等によ

りデータベース蓄積を図り、高温環境試験等の実施により耐久性を確認し、耐久性評価に関わる技

術を構築

３．研究開発成果について (1) 目標の達成度と成果の意義 公開

ＬＣＦ：低サイクル疲労、ＨＣＦ：高サイクル疲労

設計要求特性

達成度物

性
値

引
張

�
�
�
�

L

C

F

H

C

F

亀

裂
進
展

破

壊
靱
性

Inco718DA � � � � � � � 各材料の設計要求特性に対して、デモ

エンジン設計に必要なデータを取得で
き、材料ＤＢを整備した。

Ti-6-4 � � � � � � �

高強度鋼（ｼｬﾌﾄ材） � � � � � �

国産単結晶材 � � � � �
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研究開発項目毎の成果（概要） ー耐空性適合化ー

型式承認取得においてクリティカルな部位の機能について、モデル試験等に

より構造解析手法等耐空性適合化に関わる技術を構築。

型式承認取得に必要な解析技術を取得した。

モデル試験等 成果 達成度

コンテイメント技術 （ｾﾞﾛﾊﾌﾞﾌｧﾝによる試験）

ｹﾌﾞﾗｰﾌｧﾝｹｰｽのモデル試験によ
るｺﾝﾃｲﾒﾝﾄ試験

ｹﾌﾞﾗｰﾌｧﾝｹｰｽのｺﾝﾃｲﾒﾝﾄ性について予測
技術を向上

型式承認取得におい
てクリティカルな部位
であるロータ、翼結合
部、圧縮機部につい
て、各々ロータ健全

性、寿命予測、温度
予測等のデータをモ

デル試験を通じて取

得し検証を行うことで

異物吸込み（鳥）
（鳥打ち込み試験）

（吸込後のｱﾝﾊﾞﾗﾝｽについてはﾛｰﾀﾀﾞｲﾅﾐｸ
ｽの中で実施）

ﾛｰﾀｰﾀﾞｲﾅﾐｸｽ解析技術 ｱﾝﾊﾞﾗﾝｽを模擬した回転ﾘｸﾞ試験
HPCの部分段ﾘｸﾞ試験を活用

ﾛｰﾀ・ｹｰｽの接触のモデル化、空力的な剛

性の取込み等により、解析精度を向上。不
安定振動についても解析可能にな た

３．研究開発成果について (1) 目標の達成度と成果の意義 公開

得し検証を行うことで
各々解析技術を構築

した。

安定振動についても解析可能になった。

寿命予測技術

温度予測精度向上 ｼｰﾙ流量計測試験
ｼｰﾙ流量試験結果やｷｬﾋﾞﾃｨ内流動特性を
反映して温度予測精度を向上、寿命予測技
術向上に寄与

疲労試験 ﾀﾞﾌﾞﾃｰﾙ疲労試験 ﾀﾞﾌﾞﾃｰﾙ部の疲労寿命の予測精度を向上

圧縮機部温度予測翼結合部の疲労試験（寿命予測）

ブレード-ケース間に

空力による剛性マト

リクスを設定

ﾛｰﾀﾀﾞｲﾅﾐｸｽ解析ｹﾌﾞﾗｰﾌｧﾝｹｰｽのｺﾝﾃｲﾒﾝﾄ試験

事業原簿 ��－１６１ 9/14

・論文等誌上発表数 ：１８３件（内、国際発表９４件）

・特許出願数 ：１０３件（内、国際出願２６件）

・報道数 ：１１件

特許出願数及び成果発表数
�国際舞台で差別化できる技術については、早期の特許化に留意した。

但し、製造プロセス等の秘匿化が必要な技術については特許化しないものとした。
�知財戦略とのバランスをとりながら、積極的に成果発表、論文発表を実施した。

３．研究開発成果について (2) 知的財産権等の取得 及び （３）成果の普及 公開

論文等誌上発表数

（論文誌、学会誌、国際会議）

特許出願数 報道数

（新聞、雑誌等）

国内 国際 国内 国際

直接運航費用低減技術 ４２（３７） ４８（４３） ２８（１９） １１（３）

１１（８）
環境適応技術 ２９（２６） ３３（２８） ３２（２３） ９（６）

エンジンシステム

技術
１８（１４） １３（１０） １４（１０） ６（１）

計 ８９（７７） ９４（８１） ７７（５２） ２６（１０） １１（８）

合計 １８３（１５８） １０３（６２） １１（８）

（）内は、第３期の件数
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・公表活動

- 日本航空宇宙工業会主催の国際航空宇宙展（2008年横浜、2012年名古屋）への参加

- パリ・エア・ショー（仏国）／ファンボロー・エア・ショー（英国）への参加（毎年、交互に開催）

・国際学会でのアピール

- 事業者の技術報にて成果をアピール（和文、英文）

- ＩＳＡＢＥ（国際エアブリージング・エンジン学会）での招待講演 (2011年スウェーデン）

国際的な航空エンジンの学会で海外へ向けてアピール

- エンジンのモックアップ模型を展示（国際ガスタービン学会（2008年新宿）、国際航空宇宙展（2008年横浜））

成果の普及活動

３．研究開発成果について （３）成果の普及 公開

エコエンジンモックアップ模型
事業者の技術報
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本プロジェクトにおける「実用化・事業化」の考え方

本プロジェクトの目標性能を達成し、当該研究開発に係る試作

品（デモエンジン）を製作することであり、当該研究開発の成果を
反映した商品等の販売により、企業活動(売り上げ等)に貢献す

ること。

４．実用化・事業化に向けての見通し及び取り組みについて 公開
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成果の実用化・事業化の見通し

国際共同開発への早期成果活用、BJ用エンジンへの成果展開

を図りつつ、小型機市場の動向を見極めていく。
2012

(H24）

2007

(H19）

2004

(H16）

2020

(H32）

ＮＥＤＯ助成事業（2期/3期）
小型機用ｴﾝｼﾞﾝ開発

（事業化）

BJ用ｴﾝｼﾞﾝ開発

ＢＪ：ビジネスジェット

▽小型機開発計画の具体化
共同開発パートナーとの調整

試作品（実用化）

４．実用化・事業化に向けての見通し及び取り組みについて 公開

他産業への波及効果

直接運航費用低減技術

・要素高効率化

・低コスト化

・整備性向上（シンプル化）

環境適応技術

・低ＮＯｘ燃焼技術

・低騒音化技術

インテグレーション技術開発
・発電/舶用ＧＴ

・風力発電

・ボイラーなどへの他産業へ波及

高効率化技術

低騒音化技術

低NＯｘ化技術

低コスト製造技術

国際共同開発事業

既存量産機への適用、新たな開発事業

�
�

�
�

�
�

�
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